
雨
の
祭
祀
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「草
木
万
七
千
」
は
、
雨
に
よ
る
草

木
の
生
育
を
願

っ
た
表
現
と
推
祭
さ
れ
る
。

「龍
王
」
と
記
さ
れ
た
古
代
の
木
簡
は
、
群
馬
県
内
匠
日
向
周
地
遺
跡
出
土

木
簡

（本
誌
第

一
四
号
）
。
藤
原
京
跡
右
京
九
条
四
坊
出
土
木
簡

（本
誌
第

三
ハ

号
）
な
ど
数
例
の
み
で
あ
り
、
東
北
地
方
で
は
初
出
土
で
あ
る
。

馳
上
遺
跡
は
、
自
然
堤
防
を
利
用
し
た
河
川
と
密
接
な
関
係
に
あ

つ
た
集
落

で
あ
る
。
本
木
簡
は
そ
う
し
た
歴
史
的
背
景
の
中
で
捉
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た

っ
て
は
、
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
の

三
上
喜
孝
氏
の
ご
教
示

。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

（須
賀
井
新
入
）

い
し

だ

山
形
・石
田
遺
跡

所
在
地
　
　
　
山
形
市
大
字
谷
柏
字
石
田

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
四
月
―
八
月

発
掘
機
関
　
　
⑪
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
山
口
博
之

・
吉
田
江
美
子

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
末
―
九
世
紀
中
頃

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

石
田
遺
跡
は
、
山
形
市
の
南
西
本
沢
川
の
扇
状
地
上
に
立
地
す
る
。
こ
こ
は

山
形
市
内
を

一
望
し
、
蔵
王
山
が
遠
望
で
き
る
地
で
あ
る
。
周
囲
に
は
集
落
遺

跡
、
須
恵
器
窯
跡
や
山
形
県
内

で
は
類
例
の
少
な
い
古
代
瓦
窯

跡
な
ど
の
生
産
遺
跡
が
密
集
す

る
。
な
お
本
遺
跡
は
山
形
市
教

育
委
員
会
に
よ
っ
て
も
、
ほ
ぼ

同
時
期
に
調
査
さ
れ
て
い
る
。

物
　
検
出
し
た
遺
構
と
し
て
は
、

山

今
後
変
わ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

三
三
棟
の
掘
立
柱
建
物
と
四
条
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2000年出上の木簡

以
上
の
柵
列
、
数
条
の
溝
が
あ
る
。
柵
列
と
溝
は
平
行
す
る
場
所
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
柵
列
に
よ
っ
て
方
形
に
区
画
さ
れ
た
地
域
は
少
な
く
と
も
二
地
域
あ
る
。

掘
立
柱
建
物
は
倉
庫
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
内
訳
は
、
二
間
×
三
間
の

総
柱
建
物
が

一
棟
、
二
間
×
二
間
の
総
柱
建
物
が
六
棟
以
上
、
二
間
×
三
間
の

側
柱
建
物
が

一
四
棟
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
ほ
ぼ
軸
を
北
に
向
け
て

お
り
、
共
通
性

・
同
時
代
性
が
う
か
が
わ
れ
、
柵
列
の
配
置
と
も
軸
が
そ
ろ
う

こ
と
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
構
造
物
が
同
時
代
性
を
有
す
る
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。　
一
方
、
こ
れ
ら
と
は
建
物
の
方
向
性
を
変
え
て
存
在
す
る
の
が
、

Ｓ
Ｂ

一
六
の
五
間
×
三
間
の
建
物
と
、
Ｓ
Ｂ

一
八

。
一
九
の
一
間
×
一
間
の
特

殊
な
建
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
南
西
方
向
を
意
識
し
て
お
り
、
同
方
向
に
は

谷
柏
古
墳
群
が
所
在
す
る
。
直
接
的
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
事
実
と
し
て
興

味
深
い
。
ま
た
、
多
数
の
柱
穴
か
ら
当
時
の
柱
材
や
礎
板
な
ど
が
出
土
し
た
。

本
遺
跡
か
ら
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
所
に
、
同
時
代
の
萩
原
遺
跡
が
あ
る
が
、

そ
こ
で
は
竪
穴
住
居
跡
の
み
で
構
成
さ
れ
、
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

出
土
し
た
遺
物
に
は
、
須
恵
器
杯

・
蓋

。
重

・
円
面
硯

・
土
師
器
杯

・
木
簡

な
ど
が
あ
る
。
須
恵
器
杯

。
蓋
に
は
、
杯
底
部
や
蓋
表
面
に

「十
万
」
「丈
」

な
ど
の
墨
書
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。

木
簡
は
、
溝
状
の
遺
構
の
覆
土
内
か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔十
力
〕

「
□
□
□

Ｇ
ｅ

×
３

×
釦
　
ｏ
お

上
端
は
キ
リ

・
オ
リ
痕
を
残
し
て
調
整
し
て
い
る
。
両
側
面
は
も
と
の
幅
を

と
ど
め
て
い
る
。
下
端
は
斜
め
に
折
損
し
て
い
る
。
肉
眼
及
び
赤
外
線
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
に
よ
る
観
察
の
結
果
、
上
端
部
か
ら
三
文
字
分
の
墨
痕
は
確
認
で
き
る

も
の
の
、
墨
の
遺
存
状
況
が
き
わ
め
て
悪
い
た
め
、
現
状
で
は
釈
文
の
確
定
に

至
ら
な
い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
文
は
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
の
三
上
喜
孝
氏
に
よ

Ｚ
Ｏ

。

（吉
田
江
美
子

・
山
口
博
之
）
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